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The various aspects of the “Kyouiku-Roudousya” concept in the Japan Teachers’ Union’s 
movements in early postwar years 

: A focus on the conflicts between the aspects of educator and laborer 

Kanae TAKAGI  

The purpose of this paper is to analyze the “Kyouiku-Roudousya” concept and to re-examine the 
axis of conflict in the Japan Techers’ Union (JTU)’s movement from 1947 to 1951.The reason why I focus 
on these years is that 1947 was the year when the JTU was organized and 1951 was the year when it 
held its first Kyouken Taikai. 

I found that the “Kyouiku-Roudousya” concept had three aspects. The first aspect was to identify 
educators with laborers. Second was to emphasize the nature of labor and to claim the particularity of 
educational labor. Third was to emphasize the nature of educators more than the nature of laborers. And 
then, the relative strength of these aspects of discourse depended on the social situation in which the 
JTU found itself, and also the way scholars and intellectuals participated in its activities. 

These findings suggest that the JTU had not only the political axis of conflict but also that of 
“educators-laborers”. And if we don’t address this “educators-laborers” axis, we will misunderstand why 
the JTU acted so hard in the postwar years.  
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1．課題の設定と先行研究 

 本稿の目的は、日本教職員組合（以下、日教組）

が結成された 1947 年から、日教組が第一回教育研究

大会（以下、教研大会）を開催した 1951 年までの「教 
育労働者」概念を分析することを通して、初期日教

組運動の内部にどのような葛藤があったのかを明ら

かにすることである。 
日教組は 1947 年に、全日本教員組合協議会（以下、

全教協）と教員組合全国連盟（以下、教全連）が大

同団結して誕生した。結成当初の日教組は、公務員

である教師にも労働三権が認められていたため、労

働組合として活動することが可能であり、「教育労働

者」概念を用いることによって教師を労働運動に駆

り立てることができた。しかし 1948 年夏に公務員の

争議がゼネラルストライキに突入する様相を呈して

きたため、同年 7 月 22 日にマッカーサーから芦田首
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に けて 員の と に を

けるよ が られた。 の に

いて同年 7 31 に 201 が出され、教師

を 員は と の を さ

れたた 、 教 は 方 を する とを

なくされた。 の 方 の に いては、1949
年2 の別 大会と1949年5 の 大会において

しい 論が れ、1950 年の 大会で 方

が された とによって一度 し、1951 年の

教師の の 成と教研大会の をもって

の 論は一 した。 
は するが、 教 成 の教員 であ

る 教 は 本 （ 、 ） の

である 本 業別 会 （

、 別）に してお 、教 連は 本 会 （

、 会 ） の である

本 同 （ 、 同 ）に していた

（  1976 97-98 ）。そのた 教 は、

に教師の や 教育 者 に着 さ

れる とによ 、 ら い を けている

との 方が らだけでなく学者においても

い 1。 
のよ な 方は、 研究の で 教 は

の でどのよ な の を けてきた

の 、それに って 教 にどのよ な

に く が 成されてきたの が

に論 られてきた とを としている2。 え

ば （2003）は、 一 教研大会における平

を って生 た 研究 教師と 教

師の に着 している。し し は 研究

教師と 教師の を、 のよ に平 教

育を る な に してしまっている。

すな ち の 論は一 して、平 を

る 論 として した。 の は、のちに

と 研究 の として された とに

よって があいまいになったが、平

に く 在していた を したも

のであった。[ ]3 な （ ）は、[ ]
な に された。そして[ ]

会員による が いだ （22-23 ）。 
によれば 研究 教師と 教師の

は、平 を ってし な ったよ にえ

が れているが、 には学 の分 会におい

ても 研究 教師と 教師の が 在

している4。 に して えたとき、学 とい

教育 に するよ な分 会の でさえ

した が られたのであれば、 時の に関

する は、教育論を する 員と を

する 員の と す きではな ろ 。 
方で （2011）は、 一 教研大会の

に平 教育が された とに着 し、 れが

された を 会 の平 会の で

あると論 ている。 
のよ に と は同 教研大会の 会の分

をしているにも ら 、 は の

員が を ったと してお 、 は

会 の があったと分 している。 の

は、 教 の を の で ると

ろに するのではないだろ 。 
のよ な で 時の教育 を たとき、

教育 者 を らの の であ

ると なしてよいの ど が生 る。そ に

は による に えて、教育者 者と

い が 教 に 在してお 、 した

が 教育 者 を って 在 していたの

ではないだろ 、そして 教 を く 時の

に えて、 の が 方 を してき

たのではない とい が できよ 。 
そ で本 は、 教 が としての を

れ に していた 1947 年 ら 1951 年ま

での 教育 者 に いて 5に して分

し、 教 に教育者 を するの 、 者

を するの とい が 在していた と

を ら にする。 
した は、 に着 されがちであった

教 における を し、教育者 と

者 の が 教 の方 に を えてい

た とを ら にする で がある。 するな

らば、本 は 教 が 時、 教育 者 に

いて 論する とを して、 のな で

らをど 付ける とい とを 論していた

のであ 、 した 教 の を する とな
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た とを ら にする で がある。 するな
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いて 論する とを して、 のな で

らをど 付ける とい とを 論していた

のであ 、 した 教 の を する とな

教 における教育 者 の

しに 教 の を る とは、 教 に する

方を が てしま とい とを し るとい

でも があるだろ 。 

教育  

教育  

1947 年 ら 1948 年 までの 教育 者

は、 教 の 員の 者 を して られ

ているものが も多いが、 者 を する

の にも な が 在している。

えば、1948 年 2 19 の 教育 教育

の 方分 を る とい 記 では、教師を

育 者として える [ ]、 用関 は 純

にしてもら ば る と られている。 れは、

教師と の 者との で に関して が

生 る とを し、教師の 者 を する

とで の 者との を と としている論 と

えられよ 。 
また、同 く 1948 年 3 25 の 教育

文 に して（上） とい 記 では、

員 一 の に の の に、特

の を っていると大 分の教員は んで

いる。 れは であ 、 の が とし

ての 員 の を ら 、 の との

を んでいる 学 が しなくてもす よ

に 会を し るものは 。その は

員 をも て にまで 成された

者である と い 子で されている。 
 し し、 した教師を一 の 者と同一 す

る が多数 在する一方で、同 時 に教師の

者 を しながらも 教育 者 を一

の 者とやや 別するた に用いている も

在している。 えば 教育 1947 年 2 24
6の 育 者の在 方 では、 ・

一 に いて されたよ に、 れ れ 7

育 者は に ち、一 を

方にできな ったとい とを きである と

られている。 の記 を読 、 ・一 8

における 教 の では の 者と 教 の連

は まったの もしれないが、教育 者の

が や らは支 を られな ったとい

がなされたのだろ 。 のよ に の記 は、

教 の 成 に に教育 者を一 の 者

らやや 別し、 や との連 を えたもので

あるとい とができる。 
教育 1947 年 12 10 9  

への い も、教育 者 を一 の 者

らやや 別するた に用いている。 

れ れ 育 者は を て く

者、 、 と に いてお 、

れ れの 育 は に れ れの

生 に ら 、 者、 、

を 大 と の要 を れ れの

要 に に けるとき、ほんと の

い となって され とし

て し る とができる。 

の記 は、教育の をすす るた には

学の 付 や子どもの の などといった

な を に 上げ、 への をし

なければ、 や教育 といった が

する とはないと られたものである。 の

文 では、教育 者はその職業の特 上、 を

て 者、 、 と に いている

ら、教育 とい 要 は、 として

し る とが だと されている。 の論

によれば 教育 者 は、教育 者と

一 の 者や との を 指しながらも、一

の 者と なる 分がある、とい れ方を

している。そ いった において の記 は、

本 には教育 者の 者 を しながらも、

教育 の特 を た として える とが

できよ 。 
 した、教員 と はその 上の

はないと するた に用いられていた 教育

者 や、教育 の特 を しながらも、

と教員 の をさほど しないとい

教育 者 が大 を る で、 時は
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の な のなご として に えら

れがちであった教育者としての教師を した

や、教育者としての教師と 者としての教師とい

の を した がいく 在してい

る。 
その一 に、1947 年 9 17 教育

の 10の論 と がある。

は も大 な とであるにはちがいない

が、また学 する と、 の子を一生 に教える

とだって るが にしていい とではない と

、さらに、 の は、 しろ の そ

れ 身の にあるのではなくて、学 、教育、

生 の な にあるのでなくてはならない

と している。 の の は、教育者はもっ

と と の の さを らなくては なら 、

らは ほんと の教育 の

がほとばし 出る とを願ってやまない とい

分にある。 れは 教 の がもっとも や

し に、教員 が教育者の である と

を れてはならないと した である。 
また、1948 年 一 らしい教育と文

教 の文 とい 会での、 時の

教 文 であった の では、教育者

と 者 の が られている。 は教員の

教育とい 文 で、教師の 者 と教育者 に

いて、 者の と の 育者の とい もの

を 、 して、 育者であ 者であるとい

しい を する 、 その 願は 者

と 育者が されて、さ きおっし ったよ に、

生 と に一 にな たものを いていく （45
）と ている。 
の の は、 に の文 を

るだけではなく、教師の 教育者 としての

に て、教師のな にある教育者とい い

と、教育者もまた 者であるとい し

い との を したものと する きで

あろ 。 した教師の教育者 と 者 の

とい での教育 者を 指すとい の

は、 の 時、教育者とい 葉が い もので

あ 、はがす き もしくは てる きものである

と られていた 11 にあっては、 な のいる

であった とだろ 。 
さらに、1948 年 4 29 の 教育 あ

る き教育者の とい 記 では、 などに

え要 を に教育を 教師と、 に け

れ、教 を てる教師の そが、 の

ある き教育者の ではない と されている。 
し し、 や 、ある き教育者の の記

の での、教育者 を したいく の に

いては、よ い分 が 要であろ 。 ま 、

の する 学 、教育、 生 の

な を す 教育者 や、 の 教育者で

あ 者であるとい しい を とい

葉の にある 教育者 は、 純に 職者 と

しての 教育者 へと する とを 指すのでは

なく、 しい を った しい時 の 教育者

へと い 教育者 を しなければならないと

しているのである。 した で 教育者 とは

はがす き なのだと している と、 や

などが している 教育者 とは、 は同

論 のもとで導 れているといえよ 。 す

ると教育者としての教師を するよ な もま

た、 職者としての教育者 らは しなければな

らないと ているので、 しい時 の教師 を

ていたとい では、 者としての教師を

する と一 する が多いのである。 

教 論  

教育 者とい 葉が たな を えたのは、

には 1949 年 11 に で れた

6 時大会の 方 の である。1948 年

ら 1949 年 の には、本 の っている の

で に 教育 者 を論 ているもの

は の 在していない。それは、 には

201 の が えられる。 201
の 教 の 関 のな では、 の に してど

のよ に する とい で 論が ちき に

な 、文 に関する記 は一 している 12。 
教 の大会は、 201 が された に

に 2 れ、その大会のい れでも 教

の が しく、 論が した とで

られている 13。 の別 大会と 大会のい れで
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はがす き なのだと している と、 や

などが している 教育者 とは、 は同

論 のもとで導 れているといえよ 。 す

ると教育者としての教師を するよ な もま

た、 職者としての教育者 らは しなければな

らないと ているので、 しい時 の教師 を

ていたとい では、 者としての教師を

する と一 する が多いのである。

教 論

教育 者とい 葉が たな を えたのは、

には 1949 年 11 に で れた

6 時大会の 方 の である。1948 年

ら 1949 年 の には、本 の っている の

で に 教育 者 を論 ているもの

は の 在していない。それは、 には

201 の が えられる。 201
の 教 の 関 のな では、 の に してど

のよ に する とい で 論が ちき に

な 、文 に関する記 は一 している 12。

教 の大会は、 201 が された に

に 2 れ、その大会のい れでも 教

の が しく、 論が した とで

られている 13。 の別 大会と 大会のい れで

教 における教育 者 の

も、教育 者とい 葉は 方 などの文 で

用いられ 、 者とい 葉で が されて

いる。 えば 1949 年 2 11 の 教育 の

した別 大会 では、 者とい 葉で、

別 大会の した 論の 子が えられている。 
の記 によると、教育者として とい は

論に 、 者の に えるとい

方 が されていない とを いている。 の

記 らは、別 大会の時 では、 教 の

としての を するとい とにはまだ

があった とが る。 
し し1949年11 に れた 大会の には、

員の が れた とが にな 、

教 はいよいよ 方 の を られた。 の

大会で された 方 の では、教育

者とい 葉が してお 、 のよ に用いら

れている。 

本方  
を る に れ れの

な一 の分 ら、 の を

に なものに しなければならない

にある とを する。よって れ れは

を して を し、その本

の を 成するた 、 教 の を

して  
のた には、 れ れの に く さ

れている と な を

して教育 者としての を ら に

し、 員の 生 の と の

を とする教育 のた に なけ

ればならない。し も尚教育 者としての

は には職 をはなれて 在するも

のではないが えに、 れ れは職

の 上と教育 の とを る

と に、職 を し た の を

する とが 要である、（ 教育 、

1950.11.24） 

 の 方 では、 教 が として

を とい としての が

されなくなった とによ 、 までの生 を る

を に え も、教育 の一 として職

の 上や な教育 の を とい

とを ち出した。 いった文 ら、上記の

教育 者 は、 者として生 を る

は続け も、教育者として で な教

育を とができるよ な を身に けなけれ

ばならないのだ、と が されている。 方

で文 だけではなく職 文 へも着 した

とは、 れまで生 を る いや教育 の

いを として を してきた 教 にとって、

大きな であった。 
 教 の大会で、 した教育 者の教育者

と 者 が されるよ な での 教育 者

が されたにも関 ら 、 大会の

方 が掲載された同 の 1949 年 11 24 の 教育

には、 教 の大会に関する 会の記 の

出しとして、 本 には同 だ 育者と 者

の と けられている。 の 会は、

の記者と、 教 の出 や の 員が

をしたものである。 論としては 育者も 育

の と、生 を る とはちが よ だがほ

げて けば一 するし、一 される きだ、そ

しなければ 分 者のよ にお しいものにな

る とい に されるよ に、教育者も き

て えれば 者であるとい えで、 の

会の出 者 員が一 している。 した教育者

すな ち 者とい え方は、 の 教 の 方

である教育者 と 者 の とい よ も、

者 の に いた教育 者 といえる。

大会の時 でも、 員の での 教 の たな

方 や 員 の けは、まだ

にあ 、 していな ったのだろ 。 
1950 年は、 本の と 会への が 付

いていたとい ともあ 、 教 だけでなく 本

で 講 講 とい 論が れた

年であった。 教育 でも、 講 を 指す

きであるとい が をに ている。それ

は 講 によって 本が した に、 本は

のな で の に き、 な

が きた時に 本は に き まれて
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しま のではない とい があった らである。

した で 教 は平 へと を れてい

くよ になっていった。 
 教育 者 が 教 の 関 上に

するよ になったのは、年をまたいだ 1951 年 4
20 教育 の、 大会の に関する記

である。 の記 は、 の 記 であ 、

出しには 一 大 る を 一

 育 者として とある。教育 者

とい 葉は、 には 本方 の 5 に出て

きている。 

れらの任 を 成するた には 教

の の が 要である、 に

は の をもっている とを に

なければならない 
のときに て れ れは 育 者で

あ 、 は であるとい に

て、 と く し、 員の

要 をと あげ、 れを する いの で

を し、 の 一 を らなけれ

ばならない 

 い えると、 の 教 の 方 としては

と 関 を ながら、 員である

教師 ら れた や を

す を とによって、 の 一 を 指

すとい とである。 や を

すた の とい 手 を た には、

教 は 教育 者 を用いて、 らの 者

を しなければならな った。 での 教育

者 は、 を た に、教師の

者 を に し出すよ な として用いら

れているのである。 

3 教育学  

で に いのは、1948 年 8 、

教 と教育学者や がよ していくとい

である。それは な 教 の 関 となった

教育 上に、 や 一、 一、

などの教育学者や の がほ

、載 られるよ になった と らも る。

また教研大会の講師 に多くの教育学者や が

参 していた と らも、 教 と教育学者や

との は ら であろ 。 の 教 講師

は、 時、文 の教育研 （ の 教育研

究 ）に ていた山 が助 をする で、

教 の教育文 が となって していた（山

1982）。さらに 教 が 1952 年に 大会で

した 教師の の 成にも、多くの教育学

者や が関 っていた と らも、 教 と教

育学者、 との の 子がよく る。教育

者 の や、 教育 の ま と

は、 教 の 員だけではなく、 した教育

学者や らの や援助もあるよ である。 
 教育 者 に いては、 一の論 14

が い。 の記 は 教育 者 の

を 教 に るとい で、 教 の 方

に いて んだ 、 がなされたものであ

る。 

平 をまもる いはもとよ 、 教 の

が しい にのるた には、教育

者としての教師の がもっとしっ も

たれる とが 要であるよ に れる。

がとくに でいいたいのは、教育 者と

しての教師の は、教師もまた 者であ

るとい よ ないい たで、教師を 者一

に さ る とによってではなく、 し

ろ に 者としての教師の特 な と

任 、 ま 教育 者の特 をあきら に

する とによってた られるのだとい

とである。 
教育 者の特 は、なによ もま 教育

そのもの特 にもと く。[ ] 教

が職 文 で とい とは、 の

とはとも く の 一 でなければ

なら 。 
 職 文 教育 者 などとい

の生 る はそ にはない。 教 が職

文 で ち れているのは、教育 者
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しま のではない とい があった らである。

した で 教 は平 へと を れてい

くよ になっていった。

教育 者 が 教 の 関 上に

するよ になったのは、年をまたいだ 1951 年 4
20 教育 の、 大会の に関する記

である。 の記 は、 の 記 であ 、

出しには 一 大 る を 一

 育 者として とある。教育 者

とい 葉は、 には 本方 の 5 に出て

きている。

れらの任 を 成するた には 教

の の が 要である、 に

は の をもっている とを に

なければならない

のときに て れ れは 育 者で

あ 、 は であるとい に

て、 と く し、 員の

要 をと あげ、 れを する いの で

を し、 の 一 を らなけれ

ばならない

い えると、 の 教 の 方 としては

と 関 を ながら、 員である

教師 ら れた や を

す を とによって、 の 一 を 指

すとい とである。 や を

すた の とい 手 を た には、

教 は 教育 者 を用いて、 らの 者

を しなければならな った。 での 教育

者 は、 を た に、教師の

者 を に し出すよ な として用いら

れているのである。

3 教育学  

で に いのは、1948 年 8 、

教 と教育学者や がよ していくとい

である。それは な 教 の 関 となった

教育 上に、 や 一、 一、

などの教育学者や の がほ

、載 られるよ になった と らも る。

また教研大会の講師 に多くの教育学者や が

参 していた と らも、 教 と教育学者や

との は ら であろ 。 の 教 講師

は、 時、文 の教育研 （ の 教育研

究 ）に ていた山 が助 をする で、

教 の教育文 が となって していた（山

1982）。さらに 教 が 1952 年に 大会で

した 教師の の 成にも、多くの教育学

者や が関 っていた と らも、 教 と教

育学者、 との の 子がよく る。教育

者 の や、 教育 の ま と

は、 教 の 員だけではなく、 した教育

学者や らの や援助もあるよ である。

教育 者 に いては、 一の論 14

が い。 の記 は 教育 者 の

を 教 に るとい で、 教 の 方

に いて んだ 、 がなされたものであ

る。

平 をまもる いはもとよ 、 教 の

が しい にのるた には、教育

者としての教師の がもっとしっ も

たれる とが 要であるよ に れる。

がとくに でいいたいのは、教育 者と

しての教師の は、教師もまた 者であ

るとい よ ないい たで、教師を 者一

に さ る とによってではなく、 し

ろ に 者としての教師の特 な と

任 、 ま 教育 者の特 をあきら に

する とによってた られるのだとい

とである。

教育 者の特 は、なによ もま 教育

そのもの特 にもと く。[ ] 教

が職 文 で とい とは、 の

とはとも く の 一 でなければ

なら 。

職 文 教育 者 などとい

の生 る はそ にはない。 教 が職

文 で ち れているのは、教育 者

教 における教育 者 の

の としての に していない らで

ある。平 をまもる教育 者の 方 を、

大会は に ちださ ばなら 。 

 の の 教 の 方 に する と 教

育 者 の を る は、職 が

ち れ になっていた までの 教

を し、教員の としての に ち る

とを ている で、 時としては大 な で

ある。 は文 や職 文 に してもっと

教 が きであろ とい は、

員のな らも度 なされていた 15。し し は、

純に職 文 に とい の文

の らさらに一 、教育 そ

のものの特 に ち る とで、職 文 を

するとい での方 を ているのであ

る。 
した教育学者や の える 教育 者

は、その 、教師の に していっ

た。1951 年に れた 一、 一、 、

らの 会 16の では、教師の と 教

育 者 との関 に いて 論が れて

いる。 

  教師は 者であ 、 会の 大多数

をし ているのも 者である、とい

本 な えがは き されなけ

ればならないと  
 し し、 は教師は 者であると

い とが、 ら されていない

が多いのではないでしよ  
  ただ 者とい のでは されない

でしよ  
  会の がそ で えられる

きではないだろ 、 ま 教師の

は 者の な 同 会とい

会の にあるとい え方です 
  教育 者とい もそ い 、

がは き する とによ てす

ての教師に されるよ になると

[ ] 
  者のた の 会を さ る

た に、教師が しなければならない

とい が 要にな てくる、それが

す ての の 本になるとい を

す きだ 

 の 論は、一 すると と同 よ な教師と

者を同 するものに える。し し 会

の とい にあるよ に、教師の を

者の な 同 会 会の に

るとい 論 は、教師とい 職業の特 を す

る として える 要がある。 ま の 会

の出 者は、教師もまた 者であるけれども教育

は 会の とい 特 な を ってい

るのだ ら、一 の 者とは なる 教師の

に く とが 要なのだ、と ているのである。

そして で られている 教育 者 は、

教育 の特 を するとともに、 者と

同して る 会の を 指している と ら、

純に教育を特別 し するのではなく、 者

と教育者 との を 指しているのである。 
 上記の 会の記 が掲載された の 教育

には、 教師の の が掲載されてい

る。 教師の は、1952 年の 大会にお

いて、 の どお に された。教師の

には、教師は 者である とい があ 、

のよ にその が されている。 

教師は 者である 教師は学 を職 として

く 者である。教師は が 会における

いっさいの である とを るが に、

が 者である とを とする。 の

において、 本 を とばの上ではなく、

の えで し、 と と 学とをあ

げて の幸福のた に 用する しい

会の は、 者 を とする 大

の によっての である。 
教師は、 者としての らの を して、

く の の に生き、いっさい

の と を とする。 
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の が と に分 れているとい と

に着 すれば、 のよ に できよ 。すな ち、

の 分では、教師もまた学 を職 とした

者であるとい 論 によって、教師は 者で

あるとしている。し し、 を い えると の

よ になるのではない 。 ま 、教師は 者と

しての らの を するとい の に、

く の の に生き る、すな ち

の幸福のた の へと を るとい

がやってくる。そして、 へと た の を

さ 、 の幸福に するよ な とをするも

のは であ 、教師はそ した と 要がある、

と。 
 のよ に 教師の の 教師は

者である とい を した 、 の文 で

の 教育 者 は、教師 者とい え

方が にあ 、その上に の幸福を導く特

者である教師があるとい 論で 成されて

いるといえるのではない 。 のよ にして す

るならば、 の は教育 者
、、、

としての と、

教育
、、

者としての を さ よ としていた

とも る とができよ 。 
し し 教師の における 教育 者

は、 一の である教師は 者であるとい

を しなければ の の特 者

としての教師に とができないとい 論

に が に、教育 の特 を している

のよ に される 果を生 出してしまい、ある

や に った教師を 教 が

ているよ に される要 となってしまった。 

3 論  

までの 論を すると、 のよ になる

だろ 。 201 の の を ける の教

育 者 は、教育 者を一 の 者と同一

するものが も多 った。また、教育 の特

を しながらも、 教師は 者であ 、

者 に なければならないのだ、とい

も 在していた。教師 者と に す

る も、教育 の特 を るが は教師

者なのだと する も、その の

には、 の教師が っていた教育者 職者とい

を し、教育者 者とい を

とによって をしよ とするとい え方

があった。 した教師を 者として するよ

に する は、教育者とい その とば

を の教師 を さ るものであるとして、

ける があった。 
し し、 した教師 者とい が大多

数を るな で、教師の教育者 を きもの

として えるのではなく、教育者 を ながら

者 と さ てい なければならないのだと

する も 在していた。 した は の

教師に 付いてしまった 職者 教育者とい

に しては、その を く していた。

した教師の教育者 を 者 と さ よ と

する は、教師が教育者とい を て

るとい とに しては であ 、教育者とい

とばを い続けながらも、その を し、

しい時 の しい教師に生まれ る とを 指

そ とする をとっていた。 
ま 、 の時 の教育 者 は、教育者を

者と に同一 し、教師もまた 者である

と するよ な 論、教育 者の 者 をよ

した 論、教育 者の教育者 をよ

した 論、の 3 の があったとい とで

ある。 
201 の教育 者 は、 201

の れた 1949 年 2 の別 大会、1949 年 5
の 大会では用いられ 、1949 年 11 に

れた 大会で する。別 大会、 大会

では教育 者とい とばではなく、 者とい

とばが用いられてお 、教育者として とい

教育者の に える 論は 論であるとい

まで きている。し し、 201 の は

けがたく、 教 が 大会において生 の

だけでなく、職 の 上や な教育 の

を 指すとい 方 に方 した とを け

て、教育 者とい とばが 教 の 本方 の

な に まれた。 の 本方 のな の教育
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の が と に分 れているとい と

に着 すれば、 のよ に できよ 。すな ち、

の 分では、教師もまた学 を職 とした

者であるとい 論 によって、教師は 者で

あるとしている。し し、 を い えると の

よ になるのではない 。 ま 、教師は 者と

しての らの を するとい の に、

く の の に生き る、すな ち

の幸福のた の へと を るとい

がやってくる。そして、 へと た の を

さ 、 の幸福に するよ な とをするも

のは であ 、教師はそ した と 要がある、

と。

のよ に 教師の の 教師は

者である とい を した 、 の文 で

の 教育 者 は、教師 者とい え

方が にあ 、その上に の幸福を導く特

者である教師があるとい 論で 成されて

いるといえるのではない 。 のよ にして す

るならば、 の は教育 者
、、、

としての と、

教育
、、

者としての を さ よ としていた

とも る とができよ 。

し し 教師の における 教育 者

は、 一の である教師は 者であるとい

を しなければ の の特 者

としての教師に とができないとい 論

に が に、教育 の特 を している

のよ に される 果を生 出してしまい、ある

や に った教師を 教 が

ているよ に される要 となってしまった。

3 論

までの 論を すると、 のよ になる

だろ 。 201 の の を ける の教

育 者 は、教育 者を一 の 者と同一

するものが も多 った。また、教育 の特

を しながらも、 教師は 者であ 、

者 に なければならないのだ、とい

も 在していた。教師 者と に す

る も、教育 の特 を るが は教師

者なのだと する も、その の

には、 の教師が っていた教育者 職者とい

を し、教育者 者とい を

とによって をしよ とするとい え方

があった。 した教師を 者として するよ

に する は、教育者とい その とば

を の教師 を さ るものであるとして、

ける があった。

し し、 した教師 者とい が大多

数を るな で、教師の教育者 を きもの

として えるのではなく、教育者 を ながら

者 と さ てい なければならないのだと

する も 在していた。 した は の

教師に 付いてしまった 職者 教育者とい

に しては、その を く していた。

した教師の教育者 を 者 と さ よ と

する は、教師が教育者とい を て

るとい とに しては であ 、教育者とい

とばを い続けながらも、その を し、

しい時 の しい教師に生まれ る とを 指

そ とする をとっていた。

ま 、 の時 の教育 者 は、教育者を

者と に同一 し、教師もまた 者である

と するよ な 論、教育 者の 者 をよ

した 論、教育 者の教育者 をよ

した 論、の 3 の があったとい とで

ある。

201 の教育 者 は、 201
の れた 1949 年 2 の別 大会、1949 年 5
の 大会では用いられ 、1949 年 11 に

れた 大会で する。別 大会、 大会

では教育 者とい とばではなく、 者とい

とばが用いられてお 、教育者として とい

教育者の に える 論は 論であるとい

まで きている。し し、 201 の は

けがたく、 教 が 大会において生 の

だけでなく、職 の 上や な教育 の

を 指すとい 方 に方 した とを け

て、教育 者とい とばが 教 の 本方 の

な に まれた。 の 本方 のな の教育

教 における教育 者 の

者 は、教育論の の方 と の

を ろ とする 教 の が られるもので

あった。 した 教 の な方 に いて

いく とができな ったの 、 の時 でもまだ、

教育者と 者の は 本 に同 なのだとい

が 在していた 、 を すた の

を した するた に、教育 者

の 者 を する が している。 
教育 者 が、教育論を するよ な方

で られるよ になったのは、 教 に教育

学者や の が よ になった と ら

であった。教育学者や は、それまでの 教

が になっていた とを し、

の 教 の のな には、文 や職

上のた の が けられなければならないと

している。 した教育学者や の の

な にもさま まな があったものの、

した 論は教師の の 教師は 者で

ある とい に していく。 の教師の

の教師は 者であるとい は、ま は教

師が 者でなければ特 者としての教師に

とができないとい 論で していたと

い で、教育 者
、、、

としての と、教育
、、

者

としての を さ よ としていたのである。 
した は、 研究が 教 を

な として し、その での葛藤を

な と てきたのに して、 教 が

でどのよ な けにあったの 、そ し

た のな での けのた に教師も

者であるとい とをどのよ に るをえな

ったの を に ら にするとともに、 教

が ってきた教育 の をも しなければ、

教 の本 を ってしま とい とを

している。 
 本 では、教育者 と 者 のい れを す

るの とい を っていた 教 が、教育

にどのよ に を そ としていたの 、

また のな でどのよ な を果たそ と

したの に いてまでは論 る とができな った。

本 の 教 の を まえ、 教

と教育 、 の きを て する

とを の としたい。 
 さらに本 では、教師の の 教師は

者である とい に いて、 論としての

を したものの、教師の の 成に

が、どのよ に関 っていたの 、またど いった

で した を したの とい とは

だに ら になっていないた に、本 で した

教師は 者である の に関する たな

が本 に なの に関してまでは する とが

できな った。 した は教師の の

成 に関する分 によって、よ に され

る 要があろ 。 

 

1 えば 教育 者 をもって 教 が

の にあると なしている論 としては

（2008）がある。 した 教 と の なが

を するよ な 論の には、 時の 教

員で、教育 の 会での 論の に

教 を した 一 の が し

ている。 一 の に関しては、2014 年の 本

教育学会での 照幸らの においても指 され

ている。 
2 （1976）やAspinall（2001）など。 
3 本 においては、引用文 のな でその論 を

いた論者が付したものに関しては（ ）で 記し、

者が引用文 を した に付したものに関し

ては、[ ]と 記している。 
4 藤 （1951） 大会の 教育 論 1

。 
5 本 は、 教 10 年 、 教育 、 教

育 、 教 教育 、教育 論 、 るい

学 、 あ るい教育 、 会 教育 、

論 教育 、 教育 を参照し、教育

者 に されていた論 を分 に用いた。ま

た 教 教育 を本 では 教育 と

記している。 では、分 で 上げる論 に

いて、本文 もしくは文 に出 を記載する
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ととする。 
6 の記 が れた時 では 教 は 成されて

いない。 
7 教育 の記 のな では、 れ れ

の 2 の れ は しの記 となっている

が、本 では読 やすさを して 名 いと

した。 
8 ・一 とは 1947 年 2 1 に が され

ていた の と。 に

の指 によって となった。 
9 の記 が れた時 では、 に 教 は 成

されている。 
10 とは 時の 学者である。 
11 教育 1947 年 1 20 教

は の だ や、 文

の 教員 と文 （1948）
らしい教育と文 1948 年 6 、 文

として（1948） らしい教育と文 1948
年 7 に した が られる。  
12 した文 の は、 教 の文

を に記している 関 らしい教育と文

のな でさえ、生 ている。 
13 4 別 時大会と 5 大会。 
14 1951 年 5 25 教育 一

 平 を る 育 者 。なお の記 の 出し

は、 が用いられているが、記 の本文は 在

と同 が用いられていた。 でもそ した

がいく 在する。 
15 えば 教 年 には、文 の が

1947 年 8 の時 であったものの、 さ んな文

を には もた 、のちに教育研究の一

の となった文 研 （ ）

の、教育研究 会の 会 （一

年 ）、 会 （一 年 ）、を 援

する となどの とをもって、 の方 にい 文

会 に えていたとい のが であった（79 ）

と記 されている。 
16 1951 年 7 6 教育 、 師の に い

て 本 の に え る を  
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